
株式会社徳志満

近江牛を使用した本格的
肉料理介護食の開発及び
量産体制の構築

事業の概要
　歳を重ねて硬いものが食べられなくなっても、「おいしい」食事を楽しみたいという思いは衰えることはない。
高齢者に「介護されている」と意識させることなく、楽しい生活を提供することを目指す大手介護施設からの依頼
もあり、高齢者向けの本格的な肉料理の開発と量産体制の構築を行った。

事業の内容　取組みの経緯・実施内容
　株式会社徳志満�は、「近江牛」を通して“売り手よし、買い手よし、世
間よし”という三方よしを追求し、地域のみなさまの食文化に貢献するこ
とを理念として掲げて、①近江牛の生産・販売、②近江牛を用いた食材・
食料品の企画製造販売、③近江牛を用いたレストランを事業として展開し
ている。「おいしい近江牛をお届けし、喜んでいただきたい」という牛肉
商の志を実現するために、Meat�Lab�TOKUSHIMA�を開設し、オリジナ
ル商品の開発や、食べ方・売り方の提案・プロデュースを手掛けている。
　ますます高齢化が進む中で、摂食回復支援等のための介護食需要が急増
し、介護食を開発する企業が多く見受けられるが、セントラルキッチン方
式の画一化されたメニューがほとんどを占めている。一方、社会の中心的
役割を担ってきた自負のある高齢者は、残りの人生を尊厳を持って過ごし
たいと願っており、咀嚼能力が低下しても「おいしい」食事を楽しみたい
と考えている。当社は、口の中で溶ける良質の脂の近江牛の極上部位を用
いた「ひとくちステーキ」など高級料理を少し味わいたい高齢者向け商品
の提供を行ってきた。
　そのような当社の取組に共感して、「楽しい生活」の提供を目指す大手
介護事業者から、「誕生日やお正月、敬老の日などに特別な料理を提供で
きないか」と問い合わせをいただいた。介護食とは意識されないような本
格高級肉料理の量産化のためには、種々の調理、保管設備が必要となる。
　本事業では、新たに介護食を生産するための設備を導入し、近江牛を使
用した本格肉料理介護食（ハンバーグ、テリーヌ、成形ステーキ）を開発
し、量産化を図った。

事業類型 ものづくり技術
一般型 材料製造プロセス

会　社　概　要

企業名 株式会社徳志満 代表者名 徳島りつ子

住所（本社） 〒₅₂₀⊖₃₂₄₈
滋賀県湖南市菩提寺西4丁目4番₂₇号 設立年月日 昭和₆₀年₁₁月３日

連絡先 TEL：₀₇₄₈︲₇₄︲₄₀₁₃   FAX：₀₇₄₈︲₇₄︲₃₁₅₂ 企業HP http://www.tokushima-co.jp/

資本金 資本金：₁,₀₀₀万円　　従業員数：５人 業　種 食料品製造業

事業担当者
部署・氏名：代表取締役　徳島りつ子

TEL：₀₇₄₈︲₇₄︲₄₀₁₃ E-Mail：tokushima298@yahoo.co.jp

事業の成果　取組みの成果・今後の活動方針
　具体的には、以下の取組みを実施した。
⑴�　設備の選定、発注：各作業工程に応じた要求性能の目標値を設定し、相見積
による適正価格購入を実施。
⑵�　機械の設置：各専門業者が合同打合せにより作成したスケジュールに従い、
順次設置工事を行った。
⑶�　試運転、調整：テスト的に肉料理介護食を試作し、目標性能の検証・評価を
実施。
⑷�　検証・評価：近江牛介護食用ハンバーグ、テリーヌ、成形ステーキの連続生
産運転試験を実施。

【実施成果】
・�導入設備は、すべて目標性能をクリアし、連続生産が可能であることを確認
した。
・�肉の味はそのままで、歯のほとんどない方でも咀嚼して飲み込むことのできる
柔らかさを確認した。

【今後の展開】
　「特別な日に味わう本格肉料理介護食」として、お問い合わせいただいた大手
介護事業者２社への提供を１年目から開始し、意見を伺いながら改良するととも
に他の商品開発も平行して進める。
　しかし、最終ターゲットとする顧客は、「硬いものが食べられなくなったとし
ても、歯茎で充分味わえる特別な日のごちそうとして、本格的肉料理を食べたい」
と考えている全国の高齢者である。全国への商品提供方法の模索も行っている。

【課題】
・「介護食」に代わるプレミアム感のあるプライドをくすぐるネーミングが必要
　ターゲットは、余生を楽しむためにお金を掛けたい高級志向の高齢者であり、
特別な料理を食べることに優越感を得られるような商品でなければならない。「介
護されている」ようなイメージは払しょくしなければならない。
・咀嚼能力に応じた品揃え
　摂食回復支援のためには、必要以上に柔らかくしてはいけない。咀嚼能力に応
じた「ごちそう」をプライドを持って選択できる商品提供方法の提案が必要で
ある。
・高級感のあるパッケージング
　ネーミングと同様にパッケージングにも工夫が必要。また、高齢者だけでなく、
家族も一緒に食べられる「ごちそう」の提供であり、贈答用にもなるものを目指す。

ハンバーグ

成形ステーキ

テリーヌ
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